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構内の掘削による高圧停電事故が発生!!
大曲事業所 佐藤　進

お客さま構内の埋設されている高圧ケーブルが重
機によって掘削され、高圧停電事故に至った事例を
紹介します。

〔状況〕
昨年９月下旬の深夜１時頃、生産工場のお客さま

から「電気が全部止まっているので復旧してほしい」
との連絡が電気事故受付センターにありました。当
日は北日本方面に台風17号が接近していたことか
ら、その影響かと思いながら出動しましたが、小雨
がぱらつく程度の比較的穏やかな天候でした。

〔調査〕
約１時間後にお客さまに到着し、先入観を捨てて

原因調査に入りました。お客さまが話していたとお
り工場は外灯も全く点いていなかったため真っ暗闇
の状態の中で、構内第一柱上の高圧気中開閉器を目
視で確認したところ開放状態（切）になっているこ
とを確認しました。

高圧事故であることから上司に連絡し、もう１名
の応援者と必要機材の手配を依頼しました。同僚が
到着して安全措置を行い、絶縁抵抗測定を行ったと
ころ、構内第一柱からキュービクル間に埋設してい
る高圧ケーブルが絶縁低下していることが判明しま
した。しかし、小雨の影響があったことからより正
確に事故点を特定すべく絶縁耐力試験を行ったとこ
ろ、高圧ケーブルのうち１線（白色表示）が絶縁低
下しており、事故原因であることが判明しました。

〔原因〕
高圧ケーブルが埋設されている経路をたどってい

くと、Ｕ字溝工事により埋め戻した形跡があり、掘
削工事が原因で高圧ケーブルが地中で損傷したもの
と推測されます。お客さまに確認したところ、掘削
工事を行っていたときは異変がなかったが、時間の
経過により今回の全停電事故につながったのではな
いかとお話されていました。

〔復旧〕
早朝５時頃、本日中の復旧は難しいことをお客さ

まに伝え、取引のある電気工事店に工事を手配して

いただきました。復旧には高圧ケーブルが約65m必
要であり、通常は在庫を抱える電材店はないことか
ら、資材の手配を含めて復旧に２～３日要するもの
と懸念していましたが、なんと電気工事店のネット
ワークにより他県から資材を手配し、当日の夕方に
は復旧することができました。

〔お客さまの声〕
「深夜からの事故原因究明、夕方までの早急な復

電作業の陣頭指揮をとっていただき本当にありがと
うございました。明日から通常操業できます」と感
謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事例は、お客さま敷地内で掘削により高圧

ケーブルを損傷させてしまったことですが、作業者
にケガがなかったことは幸いでした。日頃からお客
さまとの良好なコミュニケーションにより、電気事
故撲滅のため、何か新たな工事等をするときは「東
北電気保安協会に相談してみよう！」と思われるよ
う努力してまいります。
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